
令和８年８月２１日 

株式会社ヤマダフーズ 

 

株式会社ヤマダフーズ行動計画（次世代法・女性活躍推進法 一体型） 
職業生活と家庭生活を両立し、男女がともに活躍できる職場環境を整備するため、 

次のように行動計画を策定する。 

 

１． 計画期間：令和８年９月１日～令和１０年８月３１日 
 

２． 目標と取組内容： 

 
【目標１】育児休業について、女性は現状の取得率 100％を維持し、 

男性は計画期間中に 50％以上取得する。 
（対策・取組内容） 

令和８年９月～ 

・育児・介護休業規程の関連情報を、グループウエアを都度更新し周知する 

・今後の育児休業取得対象者が相談できる環境整備 

・育児休業に対する理解を深めるための従業員研修を実施 

 

【目標２】全社員の月の平均所定外労働時間を令和 10 年８月までに下記とする。 
   R10/8 13.0 時間 ←R9/8 13.4 時間 ←R8/7 13.7 時間 ← R7/8 13.9 時間 
（対策・取組内容） 

令和 8 年９月～ 

・業務量の見直し、ＤＸ化による事務の効率化などの取組実施 

・グループウエアを活用し、毎月管理職へ残業時間の報告・意識づけを行なう 

・残業が多い部署へのヒアリング・個別フォローを行なう 

  

【目標３】各役職の女性役職者比率を令和 10 年８月までに下記とする。 
課長（責任者・役員）以上   15.0％  ← R8/8 14.2％  ← R6/8 12.0％ 

係長級の役職者        25.0％  ← R8/8 21.2％  ← R6/8 21.7％ 

主任級の役職者         40.0％  ← R8/8 39.7％  ← R6/8 36.0％ 

（対策・取組内容） 

令和 8 年９月～ 

・年２回の１on１を通じてキャリアプランを話し合う 
・階層別研修の実施 

      

【目標４】男女の勤続年数の差を令和 10 年８月までに下記とする。 
R 6/8：男性 13.07 年、女性 11.00 年 差 2.07 年 

R 8/8：男性 14.02 年、女性 13.30 年 差 0.72 年 

R10/8：男性 15.00 年、女性 15.00 年 差 0.00 年 

（対策・取組内容）  

令和 8 年９月～ 

・育児・介護休業に関する情報を社内で周知する 

・従業員満足度調査の実施を行ない、社内コミュニケーションを促進する 


